２０１３年度事業報告書

２０１３年４月１日～２０１４年３月３１日
ＮＰＯ法人箕面こどもの森学園
【事業の成果】
　2013年度は、箕面こどもの森学園が設立10年目を迎え、記念行事や、この10年間に行ってきた教育の実践を記録した書籍の出版を行うとともに、これまで同様、学園の経営、子どもの健全育成、講演会などのイベントの開催、環境の保全に関わる活動、さらに、多様な教育が認められる制度の実現のための活動などに取り組んだ。
【事業の実施状況】
1. 学校の運営事業

・今年は開校して10年目を迎えたが、生徒数も増え、学習面、生活面での活動が活発になってきた。各学期の行事、夏祭りや体育祭、お楽しみ会などを生徒たちが自主的に企画運営することにより、生徒の自主性の発達を促した。また、専門的知識や技術をもった講師による特別授業を随時行ない、実際の仕事や活動についての生徒たちの知見を深めた。

・10月19 日に本学園の創立10周年記念の式典とパーティを開いた。会員、来賓、卒業生など約70名の参加者があり盛会であった。 
・11月にオープンスクールを開催し、この学校の理念や教育方法などを知ってもらうよう努めた。子どもと大人を合わせて30名の参加者があった。 

・６月、11月、２月 に１週間の無料体験週間を設けて、小学生や幼稚園児に本校の生徒と一緒に授業を体験してもらった。
・２月に中学部開設準備会を立ち上げ、毎月１回会議を開き、中学部開設のための準備を行った。 
2. 教育研究事業  
・文科省のいじめ対策等生徒指導推進事業の委託を受け、本校のカリキュラムの効果性について研究者を交えて分析し、報告書を作成した。それをもとに「ハートウォーミング・ブック」という冊子を作った。また、東京の４つの学校を視察し、その報告会を開いた。

・こどもの森通信第15号（４月15日）、第16号（９月15日）、第17号（１月10日）を発行した。
・書籍「こんな学校あったらいいな　小さな学校の大きな挑戦」を築地書館から出版した。 
3. 子どもの健全育成事業 
・７月28日、29日に「夏の学校」を開いた。参加者は親子７組で16名、

4. 教育や環境に関する啓発事業 
・一般市民を対象に、教育講演会、子育て講座、教育研修講座などを開催した。毎回多数の人が参加し、子育てや教育に関する学習を行った。
・昨年から引き続き、「教育カフェマラソン」を毎月１回金曜日に開催した。話題提供者は田上時子さん、今井紀明さんなど11名。 
・ロハス・フェスティバル「ロハスinこどもの森」を３月15日に開いた。お天気に恵まれて、大人と子ども合わせて200人ほどの参加者があった。 
・11月3日、四天王寺で行われた「いのちを紡ぐフェスティバル」に学園から出展した。 

5. 新しい学校づくりに関する研究ならびに活動
・１月13日、「これからの子育て・教育を考えるフォーラム（これから子育て教育フォーラム実行委員会主催）を、他の団体と共催し、I−siteなんばで開催した。明橋大二さんの講演会や、オルタナティブ教育実践者によるパネルトークなどを行った。参加者は約200名。
・２月１日・２日、「オルタナティブな学び実践交流研究集会」に参加して、学校紹介とワークショップを行った。  
6. その他 
・創立10周年記念事業として、記念誌「箕面こどもの森学園10年あゆみ」を発行した。

・ホームページやブログで、本学園の活動の紹介やイベントの案内・報告を行った。ホームページのデザインをリニューアルし、動画のページなどを新たに設けた。
・太陽光発電の「こどもの森市民共同発電所」の運営も５年目に入ったが、この１年間の発電装置の稼働成績（9500KWh）は良好であった。
・2014年11月に岡山で開催されるESDユースコンファレンスの世界会議の代表に、本学園のスタッフ中尾有里が選ばれた。
